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6
月
定
例
会
初
日
の
6
月
14
日
に
は
、
西
根
地
区
や
松
尾
地
区
の
女

性
を
中
心
に
、
26
人
が
傍
聴
し
ま
し
た

調査費を導入
市
議
会
６
月
定
例
会
で
、
会
派
制
度
と
政
務
調
査
費
の

導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
議
員
の
資
質
向
上

と
議
会
の
活
性
化
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
会
派

は
、
基
本
的
政
策
が
一
致
す
る
議
員
で
構
成
さ
れ
、
調
査

研
究
を
基
に
、
市
政
に
提
言
な
ど
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
政
務
調
査
費
は
、
議
員
の
調
査
研
究
に

資
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
議
員
１
人

当
た
り
月
額
２
万
円
が
市
か
ら
各
会
派
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

会
派
制
度
と
は
、
基
本
的
政

策
が
一
致
す
る
議
員
の
団
体
で

あ
り
、
一
般
的
に
は
、
複
数
の

議
員
で
構
成
。
１
人
会
派
を
認

め
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す

が
、
本
市
議
会
で
は
、
原
則
と

し
て
３
人
以
上
の
議
員
で
構
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各
会
派
は
、
構
成
議
員
で
市

政
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
基
に
、

市
政
に
対
し
て
提
言
な
ど
を
行

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、

今
後
は
、
市
議
会
定
例
会
に
お

け
る
代
表
質
問
の
導
入
に
よ
り
、

議
会
運
営
の
活
性
化
と
効
率
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
議

員
数
の
多
い
議
会
で
は
、
意
見

調
整
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、

会
派
代
表
者
に
よ
る
意
見
集
約

が
で
き
る
な
ど
、
会
派
を
単
位

と
す
る
能
率
的
な
運
営
が
期
待

で
き
ま
す
。
一
方
、
議
員
個
人

の
顔
が
見
え
に
く
く
な
る
な
ど

の
短
所
も
あ
る
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
議
員
一
人
一
人
の
活
動

に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
会
派
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
12
日
に

発
足
し
た
八
幡
平
市
発
足
議
会

運
営
準
備
委
員
会
（
３
町
村
の

議
会
議
員
30
人
で
構
成
）
な
ど

で
、
そ
の
在
り
方
や
運
営
方
法

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

合
併
前
の
３
町
村
で
は
、
旧

安
代
町
で
平
成
14
年
か
ら
会
派

制
度
を
導
入
。
県
内
で
は
、
奥

州
市
を
除
く
す
べ
て
の
市
と
、

滝
沢
村
な
ど
一
部
の
町
村
で
導

入
し
て
い
て
、
奥
州
市
で
も
会

派
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

表１　会派の名称と所属議員
会派の名称

政　高　会

緑　松　会

日本共産党

議員数

8人

5人

3人

代  表  者

松浦博幸

大和田順一

米田定男

議　員　氏　名
工藤忠義、瀬川健則、田中
榮司夫、田村孝、遠藤公雄、
渡邊正、工藤剛

闍橋光幸、伊藤一彦、闍橋
俊彦、古川津好

山本榮、闍橋悦郎

会派の名称 議員数 代  表  者 議　員　氏　名

せい　こう　かい

りょくしょうかい

にほんきょうさんとう

八　起　会

民　政　会

無　会　派

6人

3人

1人

闍橋　守

三浦榮吉

勝又紘一、三浦正信、小笠
原壽男、小野寺昭一、工藤
直道

関義征、関善次郎

北口和男

はっ　  き  　かい

みん　せい　かい

会派制度

基
本
的
政
策
が

一
致
す
る
団
体



会派制度・政務
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政務調査費

研
究
や
活
動
の

必
要
経
費
交
付

政
務
調
査
費
と
は
、
議
員
の

調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
市

か
ら
会
派
ま
た
は
議
員
に
対
し

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

政
務
調
査
費
の
交
付
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
法
で
規
定
さ

れ
て
い
て
、
政
務
調
査
費
を
交

付
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
交
付

対
象
、
額
お
よ
び
交
付
の
方
法

を
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
議
会
で
は
、

６
月
定
例
会
会
期
中
の
６
月
16

日
に
、
発
議
案
「
八
幡
平
市
議

会
の
政
務
調
査
費
の
交
付
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

を
提
案
。
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

交
付
の
対
象
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
交
付
の
対
象

議
長
に
届

け
出
が
あ
っ
た
会
派
ま
た
は
議

員
の
職
に
あ
る
者

▼
交
付
額

議
員
１
人
当
た

り
月
額
２
万
円

▼
交
付
の
方
法

当
該
年
度

の
月
数
分
を
一
括
交
付

▼
使
途
基
準

表
３
に
規
定

の
と
お
り

▼
収
支
報
告
書

年
度
終
了

日
か
ら
30
日
以
内
に
提
出

▼
剰
余
金
の
取
り
扱
い

市

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
県
内
で
は
、
盛
岡
市

の
月
額
５
万
円
を
は
じ
め
と
し

て
、
す
べ
て
の
市
で
政
務
調
査

費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
県
内

全
市
議
会
議
員
の
平
均
交
付
額

は
、
月
額
お
よ
そ
１
万
７
０
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
内
訳

は
表
２
の
と
お
り
）。

6月定例会で決定

会派制度・政務

表２　県内各市の比較

＊議員報酬は一般議員の月額  
＊政務調査費を年額で交付している
 市は、月額に換算

議員報酬 政務調査費
 盛　岡　市 650,000円 50,000円
 宮　古　市 320,000円 5,833円
 大 船 渡 市 320,000円 7,000円
 花　巻　市 339,000円 20,000円
 久　慈　市 303,000円 5,000円
 釜　石　市 313,000円 12,500円
 遠　野　市 302,000円 5,000円
 一　関　市 342,000円 15,000円
 陸前高田市 285,000円 7,500円
 二　戸　市 301,000円 10,000円
 奥　州　市 321,000円 12,000円
 北　上　市 351,000円 20,000円
 八 幡 平 市 217,000円 20,000円

表３　政務調査費の使途基準

項　　目 内　　　　　容 種　　類

支
　
出
　
で
　
き
　
る
　
経
　
費

支
出
で
き
な
い
経
費

１、調査研究費

２、研修費

３、会議費

４、資料作成費

５、資料購入費

６、広報費

７、事務費

調査または議員が行う市の事務および地方行財政に
関する調査研究ならびに調査委託に要する経費

会派または議員が行う研修会、講演会の実施に必要
な経費ならびに他団体が開催する研修会、講演会な
どに所属議員が参加するために要する経費

会派または議員における各種会議に要する経費

会派または議員が議会審議に必要な資料を作成する
ために要する経費

会派または議員が行う調査研究のために必要な図書・
資料の購入に要する経費

会派または議員が行う議会活動および市政に関する
政策などの広報活動に要する経費

調査委託費、交通費、宿泊費、
車借上料

会場費・機材借上料、講師謝金、
参加費・会費、交通費、宿泊費、
資料代、車借上料

会場費・機材借上料、資料印刷費、
茶菓子代

印刷製本代、原稿料

書籍購入費、雑誌購読料

広報誌・報告書などの印刷費

上記に掲げる経費以外の経費（経費を支出する目的
が、会派または議員が行う市政に関しての調査研究
に該当しないものを除く）

経費を支出する
目的が、会派ま
たは議員が行う
市政に関しての
調査研究に該当
しないもの

１、せん別、慶弔、寸志、病気見舞い、年賀状の購入および印刷代金などの交際費的な
　経費

２、党費、党大会賛助金、党大会参加費、党大会に参加するための旅行などの政党また
　は政治団体の構成員としての活動に属する経費

３、飲食に係る経費

４、選挙活動に係る経費

５、名刺の印刷代金


